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大

岡

川

分

岐
横
浜
市
南
区
南
太
田

二
〇
一
七
年
八
月

大
岡
川
は
、
元
は
、
こ

の
絵
の
辺
り
で
海
に
注
い

で
い
た
。
江
戸
時
代
の
初

め
、
江
戸
の
豪
商
吉
田
勘

兵
衛
ら
が
遠
浅
の
海
を
埋

立
て
て
、
新
田
と
し
た
。

埋
立
地
の
左
に
大
岡
川

の
本
流
を
流
し
、
右
に
中

村
川
が
分
岐
さ
れ
た
。
絵

の
中
で
、
船
の
舳
先
が
こ

ち
ら
に
向
か
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
埋

立
地
の
先
頭
だ
。

こ
の
場
所
か
ら
少
し
上

流
に
市
立
横
浜
商
業
高
校

が
あ
る
。
横
浜
の
貿
易
、

商
業
を
担
っ
た
人
を
多
数

輩
出
し
た
。
ボ
ー
ト
競
技

の
名
門
だ
。

一
九
九
〇
年
頃
、
こ
の

川
の
上
に
高
速
道
路
が
建

設
さ
れ
た
。

魚
や
水
草
に
し
て
み
れ

ば
突
然
空
を
奪
わ
れ
、
太

陽
を
奪
わ
れ
た
よ
う
な
も

の
。
川
岸
を
散
歩
す
る
に

も
風
情
が
な
い
。

ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
に
も
、

そ
れ
を
眺
め
る
に
も
上
空

の
道
は
鬱
陶
し
い
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
今

年
七
月
七
日
に
採
択
さ
れ

た
。
賛
成
一
二
二
、
反
対

一
、
棄
権
一
で
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は

｢

核
兵
器
や
そ
の
他
の
核

爆
発
装
置
の
開
発
、
実
験
、

生
産
、
製
造
、
取
得
、
保

有
ま
た
は
備
蓄
の
ほ
か
、

こ
れ
ら
の
兵
器
を
使
用
し

た
り
、
使
用
の
脅
し
を
か

け
た
り
す
る
こ
と
を
含
め
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器

関
連
の
活
動｣

を
禁
止
。

二
度
と
自
分
た
ち
の
よ

う
な
被
害
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
核
兵
器
を

な
く
す
こ
と
は
被
爆
者
、

日
本
国
民
の
悲
願
。
そ
れ

が
よ
う
や
く
実
っ
た
。

背
を
向
け
る
安
倍
政
権

し
か
し
、
安
倍
自
公
政

権
は
背
を
向
け
て
、
会
議

に
も
不
参
加
。
核
保
有
国

に
追
随
し
て
。

安
倍
首
相
は
「
核
保
有

国
が
参
加
し
な
い
会
議
は

意
味
が
な
い
。
核
保
有
国

と
非
保
有
国
の
橋
渡
し
を

す
る
」
と
云
う
。
橋
渡
し

を
す
る
な
ら
、
会
議
に
参

加
す
れ
ば
良
い
。

核
持
ち
込
み
自
由
の
密
約

一
九
六
七
年
佐
藤
栄
作

首
相
は
、
非
核
三
原
則

「
核
兵
器
を
持
た
ず
、
作

ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

を
国
会
で
答
弁
。
佐
藤
氏

は
こ
れ
で
一
九
七
四
年
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。

し
か
し
、
そ
の
裏
で

｢

核
搭
載
艦
船
・
航
空
機

の
寄
港
・
飛
来
は
事
前
協

議
の
対
象
外(

つ
ま
り
持

ち
込
み
自
由)

｣

と
い
う
各

密
約
を
結
ん
で
い
た
。
安

倍
自
公
政
権
は
こ
れ
を
引

き
継
い
で
い
る
か
ら
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し

な
い
の
だ
。

核
の
傘
と
云
う
が
、
一

二
二
も
の
国
は
、
そ
れ
な

し
に
独
立
を
保
っ
て
い
る

の
だ
。

広島長崎を抱える国の首相はどこを向いている？

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

来
週
は
平
和
美
術
展
の
為
、
休
み
ま
す


